




























































































































































































































































































































































































































算定手法 方法概要 方法の特徴 参考文献









≠獅≠撃魔唐奄刀@　， 多重解像度解析 計測データの時間周波数解析@　　が可能である． 多数
表一2．1水面波を伴う流れ場における波動流速変動の主要な評価手法
一リエ解析を併用した解析により，Yefimov＆Kh　ristoforov（1969）20）およびShonting（1970）21＞は現地
観測の結果，水面波による水層内部の乱れ構造が線形理論と異なり，それに伴って水面下方への運動
量輸送が生じると指摘した．Benilov　et　aZ（1974）18｝およびKitaigorodskii　et　aZ（1983）n）1ま現地計測
結果を対象として，線形フィルター法（Linear　Filtering　Technique．　LFr）により水層内部流速場を波動
成分と乱れ成分とに分離した結果，乱れ成分が卓越波周辺で誘発されることを指摘した．Howeθt
al（1982）23）およびCheung＆Street（1988）24）は室内実験計測を行い，　LFT解析から風波乱流場におけ
る水層内の流速分布が滑面乱流場と異なること，波に誘発された水層内の流速乱れ成分によるレイノ
ルズ応力が負値を示すこと，および波のエネルギーが平均流特性に影響を及ぼすことを示した．最近，
Thais＆Magnaudet（1995、1996）25㌦26）はSFMおよびLFrの考え方を併用して非線形3重分離法
（Triple　Decomposition　Method，　TDM）を構築し，それを用いて実験室規模の風波乱流場における波と
乱れの相互作用について論じている．また，加藤ら（2000）27）はPIVによる画像処理計測結果を対象と
してTDMを適用し，風波のトラフレベルより上部を含む吹送流場の解析を行っている．
　風波乱流場は空気流と水流の相互作用によって，一種の局所的な平衡状態を形成しており，空気層
および水層に乱流境界層が存在することが知られている．風波にはそのエネルギースペクトルにピー
クがあり，その両端にスペクトルの相似構造が観察されることが指摘されており28），Sverdrup＆
Munk（1947）29似来有義波（近似的にスペクトルピーク波）などの代表波法（SMB法）による扱いが可
能となっている．Toba（1988）3°1はWilson（1965）31）による有義波公式に基づいて，現地観測結果から局
所平衡下の風波乱流場における3！2乗相似則を提案した．この相似則によると，乱流境界層は波のパラ
メータであるストークスドリフト流速u。と有義波高H、（もしくは，空気層摩擦速度u．aと平均波高
万）に支配されていることが半理論的に導かれた．
　一方，風波乱流場での水・空気界面乱流境界層における組織構造に関する研究も精力的に行われて
いる．Kawamura＆Toba（1988）32）は，　Kawai（1982，1980）33　）・　34）による風波乱流場の空気層可視化計測
結果を踏まえ，水・空気界面における空気層の乱流構造を計測し，空気層界面で観察された組織構造
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